
｜地域やさしさプラン｜

第２次滝沢市総合計画　地域別計画

　滝沢市における根幹の計画である「第２次滝沢市総合計画」がスタートいたしました。そして、各地域ととも

にワークショップを開きながら、地域自らが実行していく「地域別計画（地域やさしさプラン）」を策定いたしま

した。今後、振り返りをしながら市民一人一人がやさしさを広めていきましょう。
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篠木自治会、しのぎ夢づくり委員会、子ども会育成会、老人

クラブ（長寿会）、衛生指導員、保健推進員、食生活改善推進

員、ゆいっこの会、滝沢南中学校篠木地区PTA、篠木小学校

PTA、民生児童委員、消防団第２分団、ＪＡ女性部（篠木）、

篠木神楽保存会、スクールガード、地域住民（順不同）

滝沢市
（R5.3.31）

割合

人　口 54,961人 1,273人 2.3％

世帯数 23,979世帯 569世帯 2.4％

◀

地域の紹介

◀

地域の情報

◀

篠木地域づくり懇談会

田村神社と杉・桂の古木

篠木地域

篠木地域
（R5.3.31）

　私たちの地域は、長い歴史を持つ神社仏閣や篠木

神楽など伝統を重んじる風土と豊かな水資源に育ま

れた水田地帯として栄え、明

治６年に市内初の公立篠木小

学校が開校し、多くの人材を

世に送り出しています。

　地域には、大釡駅、多目的

研修センターなどの公共施設

が設置され、住民の利便性の

向上につながっています。

篠木地域
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美化活動が行き届き、安全で静かな住環境があります。

田園風景に囲まれ自然を楽しむことが出来ます。

篠木神楽や田村神社の祭りなど伝統的な魅力があります。

高齢者も元気があり住民の交流が活発です。

地域の仲が良く、連携がとれています。

目指す！

地域の姿 伝統的な文化を継承し、豊かな人材を育てる里　篠木

地域の現状と課題

力
魅
の
域
地
木
篠

目指すべき地域づくりの方向性

道路、通学路の安全確保が必要です。

買い物や通院など移動が難しい方々へのサポートが必要です。

越前堰の洪水などへの災害対策が望まれます。

高齢者等の見守り体制は強化が必要です。

担い手不足をはじめとし、歴史・伝統の伝承が不安です。

子どもから高齢者までが交流する場が少ないです。

新しい住民との交流が少ないです。

地域活動の企画と人が固定化しています。

題
課
の
域
地
木
篠

１．健康で安心して、快適で便利に暮らしていけるまち

交通安全や防災対策を推進しながら、交通面の利便性向上を目指し、全世代が住みやすい地域を

つくります。

２．豊かな自然や長い歴史と伝統が残り、住み続けたい、

　　　　　　　　　　　　　　　住んでみたい、戻ってきたいと思えるまち

歴史と伝統、そして田園風景からなる美しい自然を守り、次世代に継承していきます。

３．地域のみんなでつながり合い、協力し合う元気なまち

全ての地域住民が相互にコミュニケーションがとれ、世代が関係なく楽しめる活動が行われ、外

部交流も盛んな地域にします。
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１．健康で安心して、快適で便利に暮らしていけるまち

取り組み項目（何をするのか） 実施方法（どのように進めるのか）

交通・移動支援を行います。
交通弱者対策を市と一緒に検討していきます。

買い物や通院を行う際の交通手段の確保の検討を行います。

健康づくりをします。

いきいきサロンや100歳体操などの健康づくりを継続していきます。

健康づくり支援者を中心に生活習慣病やフレイルの予防に取り組みます。
（※「フレイル」とは、加齢や疾患により身体的・精神的な機能が徐々に衰え、ま
た、社会性が低下した状態のこと。）

高齢者や要支援者の支援をします。

民生委員やゆいっこの会の協働による見守り活動を継続していきます。

高齢者宅の除雪支援を継続して行います。

ごみ出し支援を継続して行います。

防災活動を進めます。
自治会や消防団が中心となった避難訓練を継続して実施します。

消防団の担い手確保のため、きっかけづくりを行います。

交通安全対策を行います。 スクールガードが中心となり、子どもの安全対策を進めます。

道路の危険箇所を整備します。
自治会が中心となり、待場踏切などの危険箇所を把握し、市へ改善を要望

します。

２．豊かな自然や長い歴史と伝統が残り、住み続けたい、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住んでみたい、戻ってきたいと思えるまち

取り組み項目（何をするのか） 実施方法（どのように進めるのか）

環境美化活動を進めます。

地域全体でのクリーン作戦の実施を目指します。

花壇整備は、自治会・ＪＡ女性部・子ども会・長寿会と連携して実施しま

す。

越前堰の環境整備は、夢づくり委員会や土地改良区と共同して継続します。

参加者の増加を図ります。

田村神社の祭典を盛り上げます。
あらゆる世代が楽しめ、関わることが出来る企画を考えていきます。

参加者の満足度が高い内容を追求するため、関係団体等で協議していきます。

篠木神楽を伝承していきます。
積極的にイベントに参加をしていきます。

後継者の育成に努めます。

越前堰の活用を推進します。
カワシンジュガイ等の水生生物を見る自然観察会を実施します。

越前堰を歩きながら、地域の歴史を知るようなイベントを実施します。

３．地域のみんなでつながり合い、協力し合う元気なまち

取り組み項目（何をするのか） 実施方法（どのように進めるのか）

イベントの企画をします。

参加者が固定化せず、みんなが楽しめるレクリエーションなどを企画、実

施します。

間づくりに取り組みます。

市内の他地域と新しいつながりをつく

ります。
情報交換、防災対策の連携など、近隣の地域とのつながりを持ちます。

新しい住民とのつながりをつくります。
地域活動に興味をもってくれるようなきっかけづくりに努めます。

PTAへのアプローチをします。

地域住民のつながりを保ちます。
挨拶を大切にし、「あいさつ運動マーク」の整備など運動を進めます。

地域内の様々な団体との連携を図ります。

具体的な取組



◀

地域の写真

私たちの地域には、自然・歴史・文化に育まれた伝統芸能・

食文化・景観・自然環境など、次の世代に継承したい宝物が

あります。

地域の

宝物
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篠木跨線橋と岩手山

８年間（令和６年度～令和13年度）

令和６年４月１日　策定

施設名 住所 問合せ先

篠木小学校※ 篠木中屋敷 60

滝沢市多目的研修

センター
篠木鳥谷平 52

ティセンター

施設名 住所 問合せ先

盛岡西警察署

滝沢市消防団

第２分団屯所
篠木黒畑135

篠木明法 22 16

篠木神楽

◀

地域の施設  ※印のある所は指定避難所です

◀

計画期間

篠木小学校


